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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　第18回いんざい室内棒高跳が松山下公園総合体育館で行われ、県内外の中
学生や高校生、国内のトップアスリートが100人以上参加し、熱戦を繰り広げ
ました。
　松山下公園総合体育館は、室内棒高跳びの公認競技場で、国内では珍しく2
つのピットを備えています。
　選手たちは、長くしなやかなポールの反発力を利用して、自己記録を目指し
次々と跳躍。選手たちの力強い跳躍に会場からは大きな歓声が上がっていまし
た。また、リオ五輪で活躍した澤野大地選手も大会に出場し、日本記録保持者
の見事な跳躍に、魅了されました。

力強い跳躍

　運営には、印旛明誠高校など
の皆さんがスタッフとして参
加。バーやマットの調整などを
行いました。参加した生徒から
は「準備は大変だけど同世代の
がんばっている姿を見ていると
励みになる」といった感想が聞
こえました。
スポーツ振興課振興班（☎42-
8417）

　市民向け「ごみ・リサイクル施設等見学会」（平成29年12月7日開催）に参加し、印西クリーンセンター、
エネルギーセンター、リサイクル施設3カ所、印西地区一般廃棄物最終処分場の6施設を見学しました。
　エネルギーセンターは、印西クリーンセンターの廃熱を利用して温冷水を作り、
地域の企業などに送っている施設で、ごみ焼却熱を利用した地域熱供給事業を行っ
ている日本でも5カ所しかない施設の1つです。また、リサイクル施設では、分別

ごみの分別と減量化の大切さを学ぶ
　　　　　　 「ごみ・リサイクル施設見学会」

　毎年松山下公園総合体育館で市青少年相談員連絡協議会
により実施される「青少年長縄とび大会」。当日は市内の小
学校から17チーム、186人が集まり、保護者が見つめる中、
30秒という短い時間の中で何回跳べたかを競い合う白熱
した戦いが行われました。
　優勝したのは63回を跳んだ小林北小のMr.kabao（ミス
ターかばお）。みんなの力でつかんだ優勝トロフィーと共
に、喜びを分かち合いました。
問 生涯学習課生涯学習推進班（☎33-4713）

高く舞い上がれ！
2018いんざい室内棒高跳（印旛ポールヴォウルトアカデミー主催）
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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粗大ごみ？電化製品販売店？
（リサイクル施設）

リサイクル品販売コーナーでは超低価格の素敵な家具も
（印西クリーンセンター）

注意事項を守って遊びましょう（写真は工事中のもの）

おでかけインフォメーション

　木下交流の杜公園は、印旛高校跡地を活用した木下交流の
杜の一部として整備された公園です。木下万葉公園に隣接し、
多目的運動場（有料公園施設）、高低差を利用した全長約53m
のローラー滑り台（無料）などの遊具を利用することができま
す。
木下万葉公園駐車場隣り（旧印旛高校グラウンド）
都市整備課整備班（☎33-4663）

【注意】
◦現在、工事中のため開園前の利用はできません。
◦�多目的運動場は、7月から利用開始の予定です。詳細はあら
ためてお知らせします。
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これでもほんの一部です
（廃棄物最終処分場）

広報レポーター
近能 善弘（内野）

広報
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魅
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問クリーン推進課クリーン推進班（☎33-4504）

収集されてきた資源物がさらに選別さ
れ、出荷される過程や洗濯機、冷蔵庫
など、家電のリサイクル過程を学びま
した。
　どの施設でも、回収されたごみが人
の手で選別作業されていることの事実
に驚き、改めて家庭での正しいごみの
分別は必要だと感じました。
　資源化する技術や過程に興味のある参
加者も多く、積極的に施設の人に質問を
していました。古紙や家電、プラスチッ
ク容器がどのようにリサイクルされてい
るのか、実際に見て触れることでリサイ
クルへの理解が深まりました。

チームワークの大切さを学ぶ
青少年長縄とび大会
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